
～平成30年度交付決定額： 0 千円 平成31年度申請額： 2,402 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 10 その他事業（自主財源，民間団体，他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

本市の個性豊かな歴史文化遺産は先人が築き上げた宝であり、それらの保存や活用に取り組むことで、ふるさとの
アイデンティティーを次世代へ継承するとともに、舞鶴だけの他には無いまちの個性の形成に寄与する。
映像記録の作成により貴重な民俗文化財の記録保存が図られるとともに、映像記録の活用により地元住民の祭礼に
関する関心の高まり、保存継承に向けた意識向上、愛着醸成、担い手の裾野拡大の機会となる。また、「城屋の揚
松明」は毎年約1200人の入込があり、当該祭礼の保存継承は、本市の観光振興ひいては地域振興と活性化に繋が
る。

舞鶴市歴史文化基本構想（平成30年３月策定）

地方公共団体
担当部局課

市民文化環境部地域づくり・文化スポーツ室文化振興課（文化財係）

 11「文化財保存活用地域計画」の作成・認定や「文化財保存活用大綱」の策定，「歴史文化基本構想」の策定
や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

地域文化財総合活用推進事業 実施計画

京都府舞鶴市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本事業については、舞鶴市が全体計画の企画、調整、事業の指導等を行う。
担当課は、市民文化環境部地域づくり・文化スポーツ室文化振興課である。
事業の実施者は、城屋の揚松明記録作成事業実行委員会（実行委員長：西嶋久勝市民文化環境部長）であり、構成
団体は、揚松明保存会、城屋区、城屋青年会、舞鶴市である。

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

『新たな舞鶴市総合計画』（平成27年４月策定）の「後期実行計画（2015～2018）」第１編「まちづくり戦略」の
なかに「（３）文化資源の活用によるまちづくりと市民文化の振興」を位置付け、そのための具体的施策として、
地域文化の継承と地域コミュニティの醸成に寄与する伝統行事や民俗芸能について記録映像製作、用具修繕など、
その継続や復活の取組の支援を挙げている。また、『舞鶴市歴史文化基本構想』（平成30年３月策定）は「歴史文
化の魅力を探り、学び、活かし、引き継ぐ」を基本理念に掲げ、祭礼芸能や伝統行事など無形の歴史文化遺産につ
いて、多様な媒体を用いた記録保存を推進し、その魅力を学ぶ素材として活用するなど、伝統文化・歴史文化遺産
を支える担い手の育成を基本方針の柱のひとつとしている。
上記を踏まえ、地域の文化遺産の次世代への保存・継承や活用のため、本事業を実施する。
※舞鶴市歴史文化基本構想については（https://www.city.maizuru.kyoto.jp/kyouiku/0000004317.html）参照。

地域文化遺産活性化

平成 31 年度 ～ 平成

城屋の揚松明記録作成事業計画
【計画の改善時期】

平成   年度

事業概要：
舞鶴市文化財保全事業等補助事業において補助金を交付し、市指定の無形民俗文化財として、ま
た地域の伝統行事として保全を図る。
※H31年度予算措置（4500千円、ただし事業費全体額）

事業概要：
「舞鶴市の後援に関する事務取扱要領」にもとづき市の後援名義使用を承認し、行事の実施を支
援。特に広報活動においては、広報誌・市HPでの情報発信、公共施設でのポスター掲示のほか全
国旅行情報誌への情報提供等、市観光協会とも連携し協力する。

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

31 年度

様式１－１



年度

回 回 回 回 回 回

記録映像ＤＶＤの貸出等の利用開始および動画共有サイトでの公開を平成32年２月に予定して
おり、月の閲覧・貸出回数を10回、再生回数と50回とし、２か月分の合計120回を目標とする。

進捗状況１： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成

設定根拠１：

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分１： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
記録映像の市内図書館・資料館における館内閲覧・貸
出回数および普及版の動画共有サイトでの再生回数

関連事業: ①

目標値１： ⇒【現状値】 平成 30 年度 【目標値】0 回 平成 31 年度 120 回

様式１－１別紙①



31 年度 120 回

31 年度 平成 32 年度年度 平成 年度 平成

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 31 年度 平成 年度 平成

⇒

回回 回 回回 回

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 城屋の揚松明記録作成事業 実施団体： 城屋の揚松明記録作成事業実行委員会

評価指標区分： ・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 記録映像の市内図書館・郷土資料館における館内利用・貸出回数

目標値：

～ 平成 31 年度

事業概要：
・記録映像の作成
・後継者養成事業での活用
・ホームページ等での公開・情報発信

事業区分： 伝統文化継承基盤整備 事業期間： 平成 31 年度

【現状値】 平成 30 年度 0 回 【目標値】 平成

様式１－１別紙②


